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(54)【発明の名称】 超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】  超音波診断装置のモニタ装置の表示画面構成
において、印刷／記録の際に表示が必須となる付加情報
の表示と、超音波像表示領域を最大化させることを両立
させて診断性向上を図ることのできる超音波診断装置が
望まれている。
【解決手段】  被検体に超音波を送受信して得られたエ
コー信号により被検体の超音波画像を生成する超音波診
断装置１において、被検体の超音波画像とこの超音波画
像に関連する付加情報とを合成して合成画像を作成する
超音波画像観測装置３と、合成された超音波画像と付加
情報との拡大表示、付加情報表示、付加情報移動等の表
示状態を操作指示する指示キー２５～２７と、画像合成
する超音波画像と付加情報との表示状態の操作指示に応
じて制御する超音波画像観測装置３から所望の超音波像
と付加情報の表示信号をモニタ装置に供給表示させる超
音波診断装置。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被検体に超音波を送受信して得られたエ
コー信号により前記被検体の超音波画像を生成する超音
波診断装置において、
前記被検体の超音波画像とこの超音波画像に関連する付
加情報とを合成して合成画像を作成する画像合成手段
と、
前記画像合成手段で合成する前記超音波画像と前記付加
情報との表示状態を操作指示する指示手段と、
前記画像合成手段が合成する前記超音波画像と前記付加
情報との表示状態を前記指示手段の指示に応じて制御す
る制御手段と、
を備えたことを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、生体組織等に向け
て送波した超音波の反射波によるエコー信号から生成さ
れる超音波画像に付加情報を共に表示する超音波診断装
置に関する。
【０００２】
【従来の技術】超音波ビームを送受信する超音波振動子
を先端に備えた超音波プローブを体腔内等に挿入し、超
音波が音響インピーダンスの異なる生体組織等の境界面
で反射するという特性を利用して、反射波から得られた
エコー信号を画像化し、得られた超音波画像をモニタ装
置等に表示して、患部の診断等を行う超音波診断装置が
広く用いられている。
【０００３】このような超音波診断装置において、モニ
タ装置には、超音波内視鏡で生成した超音波画像以外
に、患者情報や超音波診断装置の操作設定情報等の付加
情報を共に表示されるようになっている。
【０００４】このモニタ装置に表示される画面構成を図
９を用いて説明すると、前記超音波振動子を内蔵した超
音波プローブで受信した反射波を基に、超音波画像観測
装置によって処理した超音波像を表示する超音波像表示
領域Ａと、その超音波像表示領域Ａに表示されている超
音波像の患者情報や超音波プローブおよび超音波画像観
測装置の操作設定情報等の付加情報を表示する付加情報
表示領域Ｂとで構成されている。
【０００５】この超音波像表示領域Ａと付加情報表示領
域Ｂは、通常それぞれ固定的に割り当てられて常に表示
されている。また付加情報表示領域Ｂに表示される付加
情報は、印刷時及びデジタル／アナログでの画像記録を
行うレリーズ／記録操作の際には、超音波像表示領域Ａ
と付加情報表示領域Ｂが共に表示された状態で印刷／記
録されている必要のある必須の情報である。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】ところで、前記超音波
診断装置による診断の際には、前記モニタ装置に表示さ
れる超音波像表示領域Ａをできるだけ大きく表示させて
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病変部等の関心領域を大きくし、浸潤診断等の観察を行
う必要がある。しかし、従来の超音波診断装置は、超音
波像表示領域Ａと付加情報表示領域Ｂの表示位置や面積
をそれぞれ固定的に割り当てて、常に表示するよう構成
しているため、超音波像表示領城Ａを大きくすることが
できず、関心領域を大きく表示できないという問題を抱
えていた。そこで、本発明は、モニタ装置の表示画面構
成において、印刷／記録の際に表示が必須となる付加情
報の表示と、超音波像表示領域Ａの表示領域を拡大化
（例えば画面一杯に最大表示する等）させることを両立
させ、診断装置としての診断性向上を図ることのできる
超音波診断装置を提供することを目的としている。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本発明の超音波診断装置
は、被検体に超音波を送受信して得られたエコー信号に
より前記被検体の超音波画像を生成する超音波診断装置
において、前記被検体の超音波画像とこの超音波画像に
関連する付加情報とを合成して合成画像を作成する画像
合成手段と、前記画像合成手段で合成する前記超音波画
像と前記付加情報との表示状態を操作指示する指示手段
と、前記画像合成手段が合成する前記超音波画像と前記
付加情報との表示状態を前記指示手段の指示に応じて制
御する制御手段と、を備えたことを特徴としている。
【０００８】本発明の超音波診断装置により、モニタ装
置に、印刷／記録の際に必須となる超音波画像と付加情
報の表示と、超音波画像の表示領域の拡大表示とを両立
させ、超音波診断装置としての診断性向上を実現でき
た。
【０００９】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態について詳細に説明する。図１は本発明に係る
超音波診断装置の全体構成を示すブロック図、図２は本
発明に係る超音波診断装置に用いるキーボード、ポイン
ティングデバイス、およびフットスイッチの構成を説明
する説明図、図３は本発明に係る超音波診断装置により
モニタ装置に表示される超音波画像と付加情報の表示領
域を説明する説明図、図４は本発明に係る超音波診断装
置の拡大表示キーを操作した際の動作を説明するフロー
チャート、図５は本発明に係る超音波診断装置の付加情
報表示キーを操作した際の動作を説明するフローチャー
ト、図６は本発明に係る超音波診断装置の付加情報移動
キーを操作した際の動作を説明するフローチャート、図
７は本発明に係る超音波診断装置の記録モードの際の動
作を説明するフローチャート、図８は本発明に係る超音
波診断装置の各表示キー操作と表示状態との関係を説明
する説明図である。
【００１０】超音波を送受波する超音波振動子を体腔内
へ挿入し、超音波振動子のラジアルスキャンが行えるよ
うな手段を備えた超音波内視鏡、及びこの超音波内視鏡
から得られたエコー信号を画像化する超音波画像観測装
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置で構成される超音波診断装置１は、図１に示すよう
に、超音波の送受信により超音波信号を取得する超音波
内視鏡２と、この超音波内視鏡２で得られた超音波信号
を２次元もしくは３次元画像として表示するための超音
波画像観測装置３からなっている。
【００１１】前記超音波内視鏡２は、体腔内等に挿入さ
れる細長の挿入部４と、この挿入部４の後端に設けられ
た操作部５と、この操作部５に接続されたケーブル６と
で構成されている。なお、前記ケーブル６の端部には、
接続コネクタａ７が設けられ、前記超音波画像観測装置
３に設けられた接続コネクタｂ８に着脱自在に接続され
るようになっている。
【００１２】前記挿入部４の先端部には、超音波振動子
９が内蔵され、この超音波振動子９は、前記操作部５内
の振動子駆動回路１０により、例えばラジアルスキャン
を行うように駆動される。
【００１３】前記超音波画像観測装置３は、前記超音波
内視鏡２に対して、前記ケーブル６、コネクタａ７、お
よびコネクタｂ８を介して、超音波を送受信する送受信
部１３と、この送受信部１３より得られた超音波信号を
デジタル信号に変換するＡ／Ｄコンバータ１４と、この
Ａ／Ｄコンバータ１４で変換されたデジタル信号を記憶
する音線フレームメモリからなる音線データメモリ１５
と、この音線データメモリ１５のラジアルスキャンデー
タを画面表示用に座標変換したデジタル超音波データを
記憶するフレームメモリ１６と、このフレームメモリ１
６に記憶された画像表示用に座標変換されたデジタル超
音波データをアナログ画像信号に変換するＤ／Ａコンバ
ータ１７と、前記送受信部１３、Ａ／Ｄコンバータ１
４、音線データメモリ１５、およびフレームメモリ１６
の駆動制御や前記フレームメモリ１６に記憶されたデジ
タル超音波データを処理するマイクロプロセッサ（以
下、単にＣＰＵと称する）２０と、このＣＰＵ２０の動
作を制御するソフトウェアや各種データを格納する補助
記憶装置２１と、補助記憶装置２１からソフトウェアを
読み込みＣＰＵ２０の画像処理やその他演算処理の一時
記憶として用いるＲＡＭで構成された主記憶装置１１
と、および前記送受信部１３、Ａ／Ｄコンバータ１４、
音線データメモリ１５、フレームメモリ１６、Ｄ／Ａコ
ンバータ１７、ＣＰＵ２０、主記憶装置１１、ならびに
補助記憶装置２１の駆動電源を供給する電源回路１２で
構成されている。
【００１４】なお、前記主記憶装置１１には、直前付加
情報表示有無記録領域と、現在付加情報表示有無記録領
域と、拡大表示有無記録領域と、および付加情報表示位
置記録領域が設けられている。
【００１５】さらに、前記超音波画像観測装置３には、
前記Ｄ／Ａコンバータ１７から出力されたアナログ画像
信号を基に超音波像とその超音波像の付加情報を表示す
るモニタ装置１８と、前記Ｄ／Ａコンバータ１７の出力
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画像を入力して印刷するプリンタ装置１９と、ユーザが
操作することにより超音波診断装置１の動作を制御する
ためのポインティングデバイス２２、キーボード２３、
およびフットスイッチ２４等が前記ＣＰＵ２０に接続さ
れている。
【００１６】この超音波画像観測装置３で生成されモニ
タ装置１８に出力されて表示される画面構成およびその
表示状態の制御は、前記ＣＰＵ２０で行い、その制御の
手順については、補助記憶装置２１に記録されたソフト
ウェアの下で行う構成となっている。
【００１７】また、前記キーボード２３は、図２に示す
ように、各種文字記号入力を行うための各種キーを有し
ており、それら各種キー以外に、拡大表示キー２５、付
加情報表示キー２６、および付加情報移動キー２７を備
えている。前記拡大表示キー２５は、前記モニタ装置１
８の表示を後述する標準表示状態と拡大表示状態とを切
換指示する機能を有するキーである。前記付加情報表示
キー２６は、前記モニタ装置１８の表示を後述する拡大
表示と付加情報表示の同時表示状態とに切換指示する機
能を有しているキーである。前記付加情報移動キー２７
は、前記モニタ装置１８の表示を後述する付加情報移動
状態に切換指示する機能を有しているキーである。
【００１８】なお、前記キーボード２３に設けられた拡
大表示キー２５、付加情報表示キー２６、および付加情
報移動キー２７は、前記ポインティングデバイス２２や
フットスイッチ２４の例えばポインティングデバイス２
２に設けられた汎用追加キーを用いて、ソフトウェア的
にそれら機能を割り当て、同様な切り替え機能が駆動で
きるようにしたものでも良く、必ずしも特定のキーに限
るものではない。さらにまた、それらの形状も押しボタ
ン型に限らず、スライドスイッチ型、レバースイッチ
型、タッチパネル型等の形状のものを用いることも可能
である。
【００１９】次に、本発明に係る超音波診断装置による
モニタ装置１８に表示される表示画面について、図３を
用いて説明する。なお、図９と同一部分は、同一符号を
付している。
【００２０】図３（ａ）は、モニタ装置１８に表示され
る標準表示状態を示している。なお、この標準表示状態
は、図９で前述した従来の超音波像表示領域Ａと付加情
報表示領域Ｂとが重なり合うことなく、個々の表示領域
内に表示された状態である。
【００２１】図３（ｂ）は、モニタ装置１８に表示され
る拡大表示状態を示している。この拡大表示状態は、モ
ニタ装置１８の大部分の領域例えば画面全域に超音波像
表示領域Ａを表示させ、前記付加情報表示領域Ｂを表示
する領域を設けない状態である。
【００２２】図３（ｃ）は、モニタ装置１８に表示され
る拡大表示と付加情報表示の同時表示状態（以下、拡大
表示＋付加情報表示状態と称する）を示している。この
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拡大表示＋付加情報表示状態は、モニタ装置１８の画面
全域に超音波像表示領域Ａを表示させると共に、その超
音波像表示領域Ａに重ね合わせて、前記モニタ装置１８
の画面内の所定の位置に付加情報表示領域Ｂを表示する
領域を設けた状態である。
【００２３】また、図３（ｄ）は、モニタ装置１８に表
示される付加情報移動状態を示している。この付加情報
移動状態は、前記モニタ装置１８の所定の領域に表示さ
れている付加情報領域Ｂを拡大された前記超音波像表示
領域Ａ中の関心領域に架からない任意の位置に移動させ
た（図中、付加情報領域Ｂの始点Ｐから図中Ｐ’点に移
動）状態である。
【００２４】次に、前述した前記拡大表示キー２５、付
加情報表示キー２６、および付加情報移動キー２７を操
作入力された際の前記超音波画像観測装置３のＣＰＵ２
０の動作について、図４乃至図７を用いて説明する。
【００２５】最初に図４を用いて、前記拡大キー２５が
操作入力された際のＣＰＵ２０の動作について説明す
る。
【００２６】今現在、前記超音波内視鏡２の超音波振動
子９が駆動し、前記振動子駆動回路１０からケーブル６
を介して、前記超音波画像観測装置３に超音波信号が入
力され、この超音波画像観測装置３の送受信部１３、Ａ
／Ｄコンバータ１４、音線データメモリ１５、フレーム
メモリ１６、およびＤ／Ａコンバータ１７がＣＰＵ２０
の駆動制御の下で駆動して、前記Ｄ／Ａコンバータ１７
からモニタ装置１８に超音波画像が表示されているとす
る。
【００２７】このような表示状態において、前記拡大表
示キー２５が操作入力されると、前記ＣＰＵ２０は、補
助記憶装置２１から拡大表示モードのソフトウェアを読
み出し、そのソフトウェアによる処理を開始すると、ス
テップＳ２で、前記拡大表示キー２５が操作された時点
の表示状態が拡大表示であるか判定する。このステップ
Ｓ２で、拡大表示キー２５の操作時に拡大表示状態であ
ると判定されると、つまり、標準表示状態以外の拡大表
示状態、あるいは拡大表示＋付加情報表示状態であると
判定されると、ＣＰＵ２０は、ステップＳ１０で、主記
憶装置１１に記憶されている現在付加情報表示有無記憶
領域に記憶されている現在付加情報の表示の有無、例え
ば、拡大表示状態の場合は、付加情報表示無し、拡大表
示＋付加情報表示状態の場合は、付加情報表示有りの情
報を前記主記憶装置１１の直前付加情報表示有無記録領
域に書込記録する。次に、ステップＳ１１で、前記主記
憶装置１１の拡大表示有無記録領域を拡大表示無しに書
込記録する。次に、ステップＳ１２で前記主記憶装置１
１の現在付加情報表示有無記録領域に付加情報表示有り
を書込記録し、ステップＳ１３で前記モニタ装置１８に
図３（ａ）に示す標準表示状態の画像を表示させる。つ
まり、拡大表示状態、あるいは拡大表示＋付加情報表示
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状態から標準表示状態へと表示切換が行われる。
【００２８】前記ステップＳ２で、前記拡大表示キー２
５が操作時点の表示状態が拡大表示でない、すなわち、
標準表示状態であると判定されると、ステップＳ３で、
前記主記憶装置１１の現在付加情報表示有無記録領域の
付加情報表示有無を前記主記憶装置１１の直前付加情報
表示有無記録領域に書込記録し、次に、ステップＳ４で
前記主記憶装置１１の拡大表示有無記録領域に拡大表示
有りを書込記録する。
【００２９】このステップＳ４の主記憶装置１１の拡大
表示有無記録領域への拡大表示有りの書込記録が終了す
ると、ステップＳ５で、前記付加情報表示キー２６によ
り直前に付加情報表示の操作がなされたか判定する。こ
のステップＳ５で、直前に付加情報表示有りと設定され
たと判定されると、ステップＳ６で、前記主記憶装置１
１の現在付加情報表示有無記録領域を付加情報表示有り
に書込記録して、ステップＳ７で、前記モニタ装置１８
に図３（ｃ）の拡大表示＋付加情報表示状態の画像を表
示させる。
【００３０】前記ステップＳ５で、直前に付加情報表示
しない操作がなされたと判定されると、ステップＳ８
で、前記主記憶装置１１の現在付加情報表示有無記録領
域に付加情報表示無しと書込記録し、ステップＳ９で、
前記モニタ装置１８に図３（ｂ）の拡大表示状態の画像
を表示させる。
【００３１】つまり、前記拡大表示キー２５が操作され
る都度、標準表示状態と拡大表示状態あるいは拡大表示
＋付加情報表示状態に交互に切り換えることが可能とな
った。
【００３２】次に、図５を用いて、前記付加情報表示キ
ー２６が操作された際の動作を説明する。前記付加情報
表示キー２６が操作されると、前記ＣＰＵ２０は、ステ
ップＳ２１で前記補助記憶装置２１から付加情報表示モ
ードのソフトウェアを読み出し、そのソフトウェアによ
る処理を開始すると、ステップＳ２２で、前記付加情報
表示キー２６が操作された時点の表示状態が判定され
る。このステップＳ２２で、付加情報表示キー２６が操
作された時点の表示状態が標準表示状態あるいは付加情
報移動状態であると判定されると、ステップＳ２６でモ
ニタ装置１８に付加情報表示キー２６が操作された時点
の画像が表示される。
【００３３】前記ステップＳ２２で前記付加情報表示キ
ー２６が操作された時点の表示状態が拡大表示状態であ
ると判定されると、ステップＳ２３で、前記主記憶装置
１１の現在付加情報表示有無記録領域に記録されている
現在付加情報表示無しを前記主記憶装置１１の直前付加
情報表示有無記録領域に書込記録し、ステップＳ２４
で、前記主記憶装置１１の現在付加情報表示有無記録領
域を付加情報表示有りに書込記録する。このステップＳ
２４の主記憶装置１１の現在付加情報表示有無記録領域
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7
への付加情報表示有りの書込記録が終了すると、ステッ
プＳ２５で、モニタ装置１８に拡大表示＋付加情報表示
状態の画像を表示させる。
【００３４】前記ステップＳ２２で前記付加情報表示キ
ー２６が操作された時点の表示状態が拡大表示＋拡大情
報表示状態であると判定されると、ステップＳ２７で、
前記主記憶装置１１の現在付加情報表示有無記録領域に
記録されている現在付加情報表示有りを前記主記憶装置
１１の直前付加情報表示有無記録領域に書込記録し、ス
テップＳ２８で、前記主記憶装置１１の現在付加情報表
示有無記録領域を付加情報表示無しに書込記録する。こ
のステップＳ２８の主記憶装置１１の現在付加情報表示
有無記録領域への付加情報表示無しの書込記録が終了す
ると、ステップＳ２９で、モニタ装置１８に拡大表示状
態の画像を表示させる。
【００３５】つまり、前記付加情報表示キー２６が操作
される都度、その付加情報表示キー２６の操作時点の表
示状態により、標準表示状態、付加情報移動状態、拡大
表示＋付加情報表示状態、および拡大表示状態へと切換
が可能となる。
【００３６】次に、図６を用いて、前記付加情報移動キ
ー２７が操作された際の動作を説明する。前記付加情報
移動キー２７が操作されると、前記ＣＰＵ２０は、前記
補助記憶装置２１から付加情報移動モードのソフトウェ
アを読み出し、そのソフトウェアによる処理を開始する
と、ステップＳ３１で、前記付加情報移動キー２７が操
作された時点の付加情報移動状態が判定される。このス
テップＳ３１で、付加情報移動状態でないと判定される
と、ステップＳ３８で、前記付加情報移動キー２７が操
作された時点の表示状態が標準表示状態、拡大表示状
態、あるいは拡大表示＋付加情報表示状態であるかの判
定がされる。
【００３７】このステップＳ３８で、前記付加情報移動
キー２７が操作された時点の表示状態が標準表示状態で
ある判定されると、ステップＳ３９で、その標準表示状
態を維持する。
【００３８】前記ステップＳ３８で前記付加情報位置キ
ー２７が操作された時点の表示状態が拡大表示状態であ
ると判定されると、ステップＳ４０で、前記主記憶装置
１１の現在付加情報表示有無記録領域に記録されている
現在付加情報表示無しを前記主記憶装置１１の直前付加
情報表示有無記録領域に書込記録し、ステップＳ４１
で、前記主記憶装置１１の現在付加情報表示有無記録領
域を付加情報表示有りに書込記録する。このステップＳ
４１の主記憶装置１１の現在付加情報表示有無記録領域
への付加情報表示有りの書込記録が終了すると、ステッ
プＳ４２で、モニタ装置１８に付加情報移動状態の画像
を表示させる。
【００３９】前記ステップＳ３８で前記付加情報移動キ
ー２７が操作された時点の表示状態が拡大表示＋付加情

8
報表示状態であると判定されると、ステップＳ４３で、
前記主記憶装置１１の現在付加情報表示有無記録領域に
記録されている現在付加情報表示有りを前記主記憶装置
１１の直前付加情報表示有無記録領域に書込記録し、ス
テップＳ４４で、前記主記憶装置１１の現在付加情報表
示有無記録領域を付加情報表示有りに書込記録する。こ
のステップＳ４４の主記憶装置１１の現在付加情報表示
有無記録領域への付加情報表示有りの書込記録が終了す
ると、ステップＳ４５で、モニタ装置１８に付加情報移
動状態の画像を表示させる。
【００４０】前記ステップＳ３１で、前記付加情報移動
キー２７が操作された時点の表示状態が付加情報移動状
態であると判定されると、ステップＳ３２、前記主記憶
装置１１の付加情報表示位置記録領域に記録されている
付加情報表示位置Ｐを書き込み記録させる。次に、ステ
ップＳ３３で、前記主記憶装置１１の直前付加情報表示
有無記録領域に付加情報表示無しと記録されているか判
定する。
【００４１】このステップＳ３３で、前記主記憶装置１
１の直前付加情報表示有無記録領域に付加情報表示無し
と記録されていると判定されると、ステップＳ３４で前
記主記憶装置１１の現在付加情報表示有無記録領域を付
加情報表示無しに書込記録し、ステップＳ３５で拡大表
示状態の画像を表示させる。
【００４２】前記ステップＳ３３で、前記主記憶装置１
１の直前付加情報表示有無記録領域に付加情報表示有り
と記録されていると判定されると、ステップＳ３６で前
記主記憶装置１１の現在付加情報表示有無記録領域を付
加情報表示有りに書込記録し、ステップＳ３７で拡大表
示＋付加情報表示状態の画像を表示させる。
【００４３】つまり、前記付加情報移動キー２７が操作
された時点で、拡大表示状態または拡大表示＋付加情報
表示状態であると、その付加情報移動キー２７の操作に
より、付加情報表示領域を図３（ｄ）に示すように付加
情報移動状態とすることができ、前記付加情報移動キー
２７が操作された時点で、既に付加情報表示領域が付加
情報移動状態の際には、拡大表示状態、拡大表示＋付加
情報表示状態へと切換が可能となる。
【００４４】次に、図７を用いて、前記超音波画像観測
装置３で生成された前記超音波表示領域Ａと付加情報表
示領域Ｂの印刷（レリーズ）／記録について説明する。
【００４５】前記ポインティングデバイス２２、キーボ
ード２３、あるいはフットスイッチ２４から印刷／記録
入力がなされると、前記ＣＰＵ２０は、補助記憶装置２
１から印刷／記録モードのソフトウェアを読み出し、そ
のソフトウェアによる処理を開始する（ステップＳ５
１）。ステップＳ５２で、モニタ装置１８に表示されて
いる被写体画像は、拡大表示状態であるか判定し、拡大
表示状態でないと判定されると、ステップＳ６０で、印
刷／記録処理（図中では、記録とのみ表記している）が
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9
実行される。
【００４６】前記ステップＳ５２で、現在のモニタ装置
１８での表示が拡大表示状態であると判定されると、ス
テップＳ５４で主記憶装置１１の現在付加情報表示有無
記録領域に付加情報有りと記録する。
【００４７】このステップＳ５４の主記憶装置１１の現
在付加情報表示有無記録領域への付加情報有りにより、
ステップＳ５６で、前記モニタ装置１８に付加情報表示
された拡大表示＋付加情報表示状態に表示画面が更新さ
れる。
【００４８】次に、ステップＳ５６で前記ステップＳ５
５でモニタ装置１８の表示画面更新された拡大表示＋付
加情報表示状態の印刷あるいは、画像と付加情報のデー
タが主記憶装置１１，あるいは図示していない外部記憶
装置に記録される。
【００４９】前記ステップＳ５６の印刷／記録が終了す
ると、ステップＳ５７で主記憶装置１１の現在付加情報
表示有無記録領域を付加情報無しと記録し、ステップＳ
５８でモニタ装置１８に付加情報が消去された拡大表示
状態の表示画面に更新する。
【００５０】つまり、印刷／記録時のモニタ装置１８に
表示されている画面が付加情報を表示しない拡大表示状
態の際に、一旦、拡大表示＋付加情報表示状態の画面に
更新して、その更新された超音波表示領域Ａと付加情報
表示領域Ｂが共に表示されている状態のデータ記録や印
刷を行い、その記録あるいは印刷終了後、印刷／記録指
示時点で表示されていた画面表示状態に戻すようにして
いる。これにより、付加情報を伴う超音波画像の印刷あ
るいはデータの記録が可能となった。
【００５１】前記ステップＳ６０またはステップＳ５８
が終了するとステップＳ５９で印刷／記録の動作を終了
させる。
【００５２】以上説明した拡大表示キー２５、付加情報
表示キー２６、および付加情報移動キー２７の操作と、
標準表示状態、拡大表示状態、拡大表示＋付加情報表示
状態、および付加情報移動状態の関係を図８を用いて整
理すると、標準表示状態において、拡大表示キー２５を
操作すると、この拡大表示キー２５を操作する直前が付
加情報表示してない場合は、拡大表示状態に移行でき、
直前に付加情報が表示されている場合は、拡大表示＋付
加情報表示状態に移行できる。この拡大表示状態、また
は拡大表示＋付加情報表示状態から再度拡大表示キー２
５を操作すると標準表示状態に戻すことができる。
【００５３】前記拡大表示状態において、付加情報表示
キー２６を操作すると、拡大表示＋付加情報表示状態に
移行でき、拡大表示＋付加情報表示状態から更に、付加
情報移動キー２７を操作すると拡大表示＋付加情報表示
状態の付加情報表示を移動させて付加情報移動状態に移
行させ、付加情報表示領域が移動可能となる。
【００５４】この付加情報移動状態から再度付加情報移
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動キー２７を操作すると、前記拡大表示＋付加情報表示
状態に戻り、この拡大表示＋付加情報表示状態から再度
付加情報表示キー２６を操作すると前記拡大表示状態へ
と戻すことができる。
【００５５】前記拡大表示状態において、前記付加情報
移動キー２７を操作すると、付加情報移動状態に移行さ
せて、付加情報の移動が可能となり、付加情報移動状態
から前記付加情報移動キー２７を再度操作すると拡大表
示状態に戻すことができる。
【００５６】更に、前記拡大表示状態で、印刷（図中レ
リーズと表記）／記録を操作すると拡大表示＋付加情報
表示状態へと一時的に移行し、拡大表示＋付加情報表示
状態から前記印刷／記録処理が完了すると拡大表示状態
へと戻す。
【００５７】すなわち、拡大表示キー２５、付加情報表
示キー２６、付加情報移動キー２７、および印刷／記録
キー等の操作キーを操作することで、簡単確実に所望の
表示状態を選択でき、かつ、印刷／記録処理が完了する
とその表示状態に速やかに戻す。
【００５８】［付記］以上詳述した本発明の実施形態に
よれば、以下のごとき構成を得ることができる。
【００５９】（付記１）  被検体に超音波を送受信して
得られたエコー信号により前記被検体の超音波画像を生
成する超音波診断装置において、前記被検体の超音波画
像とこの超音波画像に関連する付加情報とを合成して合
成画像を作成する画像合成手段と、前記画像合成手段で
合成する前記超音波画像と前記付加情報との表示状態を
操作指示する指示手段と、前記画像合成手段が合成する
前記超音波画像と前記付加情報との表示状態を前記指示
手段の指示に応じて制御する制御手段と、を備えたこと
を特徴とする超音波診断装置。
【００６０】（付記２）  生体へ超音波を送受信する超
音波送受信手段と、得られたエコーデータを用いて前記
生体内の超音波像を表示する超音波画像観測装置で構成
される超音波診断装置において、前記超音画像観測装置
には、超音波像を全画面拡大表示するための手段を備え
ることを特徴とする超音波診断装置。
【００６１】（付記３）  前記超音波診断装置は、前記
超音波診断像の拡大表示中に、付加情報を超音波像に重
ねて表示するための手段を備えることを特徴とする付記
２記載の超音波診断装置。
【００６２】（付記４）前記超音波診断装置は、前記付
加情報の表示／非表示を切り替えるための手段を備える
ことを特徴とする付記３記載の超音波診断装置。
【００６３】（付記５）  前記の超音波診断装置は、前
記付加情報の表示位置を制御するための手段を備えるこ
とを特徴とする付記３または付記４のいずれかに記載の
超音波診断装置。
【００６４】（付記６）  前記超音波診断装置は、超音
波像のレリーズ／記録操作に連動して前記付加情報を表
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示させる手段を備えることを特徴とする付記３乃至付記
５のいずれかに記載の超音波診断装置。
【００６５】
【発明の効果】本発明の超音波診断装置は、超音波内視
鏡と超音波画像観測装置で生成した超音波画像をモニタ
装置に超音波像表示領域と、その超音波像に関連する付
加情報表示領域を同時に表示すると共に、超音波像を拡
大して観察する際に、その拡大超音波像表示領域のみを
拡大表示させたり、前記拡大超音波像表示領域に前記付
加情報表示領域を重ねて表示させたり、あるいは、前記
付加情報表示領域の表示位置を移動させたりすることが
自由に設定でき、拡大表示により観察部位の詳細観察が
可能となり観察性が向上する効果を有している。
【００６６】また、超音波像領域のみを拡大表示されて
いる状態で、その超音波像のデータの記録または映像の
印刷を行う際に、その印刷／記録の必須の付加情報も共
に印刷／記録可能な状態に速やかに設定でき、かつ、印
刷／記録後に印刷／記録前の状態に速やかに戻すことに
より観察部位の継続観察が可能となり、超音波診断の診
断性が向上する効果を有している。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る超音波診断装置の全体構成を示す
ブロック図。
【図２】本発明に係る超音波診断装置に用いるキーボー
ド、ポインティングデバイス、およびフットスイッチの
構成を説明する説明図。
【図３】本発明に係る超音波診断装置によりモニタ装置
に表示される超音波画像と付加情報の表示領域を説明す
る説明図。
【図４】本発明に係る超音波診断装置の拡大表示キーを
操作した際の動作を説明するフローチャート。
【図５】本発明に係る超音波診断装置の付加情報表示キ
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ーを操作した際の動作を説明するフローチャート。
【図６】本発明に係る超音波診断装置の付加情報移動キ
ーを操作した際の動作を説明するフローチャート。
【図７】本発明に係る超音波診断装置の記録モードの際
の動作を説明するフローチャート。
【図８】本発明に係る超音波診断装置の各キー操作と表
示状態との関係を説明する説明図。
【図９】従来の超音波診断装置のモニタ装置に表示され
る超音波画像と付加情報の表示領域を説明する説明図。
【符号の説明】
１…超音波診断装置
２…超音波内視鏡
３…超音波画像観測装置
４…挿入部
５…操作部
９…超音波振動子
１０…振動子駆動回路
１１…主記憶装置
１２…電源回路
１３…送受信部
１４…アナログ／デジタル（Ａ／Ｄ）コンバータ
１５…音線データメモリ
１６…フレームメモリ
１７…デジタル／アナログ（Ｄ／Ａ）コンバータ
１８…モニタ装置
１９…プリンタ
２０…マイクロプロセッサ（ＣＰＵ）
２１…補助記憶装置
２２…ポイティングデバイス
２３…キーボード
２４…フットスイッチ
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